
　日増しに秋が深まる頃、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　また、平素はひとかたならぬご愛顧を賜り、ありがたく深謝申し上げます。

利用さまの俳句ノートよりさて、今年の夏は暑かった･･･ そして長かった･･･ ですね。

涼しくなったかと思えば、あっという間に冬到来の予感。

体調管理に気が抜けない日々が続きますね。

また、乾燥による皮膚トラブルが気になるシーズンです。

本格的な冬が来る前から、早目に対策をしていきたいですね。

保湿剤などの使用により皮膚のバリア機能の維持・向上を図

るとともにトラブル発現時には早期対応を心がけています！

最期まで家で過ごしたい･･･と考えている人が８割と言われていますが、実際は在宅での看取りは

１割程度で、ほとんどの方が病院で死を迎えているというのが実情です。
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在宅での看取り
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戸惑い

１割程度で、ほとんどの方が病院で死を迎えているというのが実情です。

在宅での看取りには、ご家族の協力が必要不可欠であり、相当の覚悟も必要です。

また、在宅での看取りを実現するためには、私たち在宅サービス提供者のサポートも重要な役割を

担っているといえます。

今回は、在宅での看取り事例における家族の戸惑いへの対応を紹介します。

事例紹介

92歳 女性

入院加療中に脳梗塞発症。

以後、寝たきりで経口摂取不可となり末梢持

続点滴実施。

ご本人の意思を尊重し、経管栄養・中心静脈

栄養をせず在宅での看取りを希望。

心房細動による再梗塞や急変の可能性など

のリスクについても覚悟されている。

キーパーソン：長男の嫁（4年半前より同居）

慣れない介護と点滴管理などの医療処置への戸惑い･･･

再梗塞・肺炎発症等の状態変化による戸惑い･･･ 在宅でよかった！
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・遺影用の写真選び

・最期の服選び

・ご本人の意思の再確認

・自宅に戻ってから、頷いたり手を振る姿

が見られた。

・週末にお孫さんやひ孫さんに囲まれて

ゆっくり過ごすことができた。

・亡くなる前日まで入浴することができた。・亡くなる前日まで入浴することができた。


